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論文内容の要旨
藤井篤民から博 1:学{立審査請求のため挺I]Jされた論文は「第四共和制下のアルジエリア政策ーレジーム
の崩壊との関連で-.である。
木論文は， フランス第四共和制下のアルジエリア政策の変遷過程の特質とその意義を，第四共和制の崩
壊問題と関連させつつ，解明したものである。フランス第四共和制は，久しく小党分立状況のもたらす不
安定・非能率に悩まされてきたが，一九五四年に勃発したアルジエリア戦争は，政治諸勢力の分裂・対立
をさらに激化させ，次々に内閣を倒壊に追込み.最後には体制そのものを崩壊させることとなる。本論文
は， フランスにとってかくも重要なイシューであったアルジエリア問題が，そもそもどのようなものとし
てフランスの政治指導者に認識されていたのか，そして，どのようにしてアルジ ι リア問題は体制危機を
昂進させることとなるのかという問題を，政治指導者の発言・行動を丹念に追いながら庭史学的に解明す
るとともに，政治学において開発された理論を用いることによって，体制危機へといたる構造的条件をも
同時に明らかにしている。
まず，第一章では，アルジエリア戦争勃発からアルジエリア某本法成立に李.るまでの歴代政府のアルジエ
リア政策の変選がクロノロジカルに跡付けられ，その意味について考察されている。そこでは，アルジエ
リアにおけるフランスの主催という絶対的な前提ゆえに改良政策が打ち出されても結局軍事半定策に傾斜
していかざるをえないという廃代政府のアルジエリア政策の問題性と問題収拾能βの欠如が確認される。
続く第二章の主題は，各政党のアルジエリア問題に対する立場と，これをめぐる政党内部の矛盾・対立
の激化についてである。その際，各政党のアルジエリア問題への直接的な対応ばかりでなく，そのイデオ
ロギー的体質，構造的特質，社会的基盤にも注意が払われ，前草ーで舵認された陪代政府の問題解決能力の
欠如の前提条件が解明されている。
第三章では，以上二つの辛を受けて，体制の崩壊過程を概観した前半部に続いて，後半部で，フランス
政党の「幹部政党ー|的体質の問題性， J昼《政治理論から見た第四共和制の政党制の問題，そして体制崩壊
を引き起こす条件について，数量比較の子法も用いた理論的分析が行なわれ，第四共和制崩壊の問題が哩
論的照明を受けながら論じられている。そして，この第四共和制の崩壊を解決困難な争点群と制度の機能
不全との相互規定・複合から生じた特殊な国家的支配の危機の所産と総指したうえで，第一二次大戦後の冷
戦と脱他民地化という大きな庵史的争点の影響を二っともに受けたフランスの民主制が被った負荷の大き
さ(強大な共産党を抱える分極的多先制の附難と脱植民地化の困難)にn患を促して，み;論は閉じられるO
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論文審査の結果の要旨
本論文は，フランスのアルジエリア問題への対応に焦点を当てることによって， フランス第四共柏制の
崩壊問題を政治史的，ならびに政治学的に解明した労作である。本論文の怠義は，以下の点に求められる
であろう。
まず，フランス第p:t;]共和制下のアルジエリア政策の変遷とそれをめぐるフランス政治の問題状況を，豊
富・に渉猟された資料にもとづき， さまざまな政治指導者の言動や各政党の行動に即して克明に跡付けた点
である。これにより， H本におけるこの問題に関する理解は大幅に前進した。それだけではなく， この跡
付けそのものが政治学的な観点によって支えられることにより，日本の従来の第阿共和制理解. ド・ゴー
ル理解から脱け落ちていた問題をはっきりと提示しえている点も重要である。
第二は，フランス第四共和制崩壊を検討する作業を通じて，同時に体制崩壊論の構築を試みている点で
ある。本論文における理論的提言は，既存の理論の検討だけから出されたものではなく，第四共和制の崩
壊についての自らの歴史研究の成果を下敷きに導き山されたものであるという点で貴璽であり，フランス
第四共和制研究ばかりでなく，体制崩壊論や政治体制論の今後の研究の進展に寄与するところは小さくな
いであろう。しかも，政治学において開発されてきたさまざまな理論・概念を自覚的に歴史分析に適倒し
たことは，本論文のすぐれた歴史研究にさらに厚みを加えている。
このように，アルジエリア問題を題材にしながら，体制崩壊論・政治変動論や政治体制論に対して鋭い
問題提起を行なうという木論文の包括的かっ魅力的な構成は，その反而.42干の問題点も同時に半ませる
ことになっている。まず第一に，主題がアルジ4 リア問題の変還にあるにもかかわらず，体制崩壊の理論
分析が最終章にあるため，体制崩壊論が逆に前面に出てしまい，政治史研究としての本論文の性格がやや
不鮮明になってしまっている点である。第二には.政府および政党レベルでのアルジエリア問題の史的変
遷を主越とする本論文では，体制崩壊論を十分に展開しがたいという点であるの if_統性の危機Jについ
ての著者の主張は，この論文の枠組だけからは十分には言えないのではなかろうか。
とはいえ，アルジエリア問題の変遷を詳細に跡付け，その志昧を鮮やかに描きだすと同時に，このよう
に大きな理論的課題に果敢に挑戦し，政治変動や体制崩壊の理解をさらに深めるような問題提起を行なっ
た本論文の価値は，以上の問題点によって低められるものではないし，本論文で示された著者の力量は，
これら残された課題の補完を今後に十分期待させるものである。以Lのような判断に基づき，審査委員会
は，本論文が，自立した研究者として出発点に到達したという意味での博士号授与に値するものであると
判定する。
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